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人工芝の仮敷き6

ジョイント部分を等間隔に揃える
人工芝の縫い目のライン間隔は一定になっています。
ジョイント部左右の縫い目の間隔を人工芝の縫い目のライン間隔と同一にして設
置してください。

1

人工芝を仮敷き
人工芝の展開方向を合わせて、十分にシワをとり、設置してください。
ズレを防止するため、U字ピンで仮固定してください。

2

形状に合わせて人工芝をカット
現地の形状に合わせて人工芝をカットしてください。
障害物はシワになる原因となりますので、十分にシワをとってから設置してくだ
さい。

3

樹木やフェンス支柱などの場合
障害物から一番近い人工芝の隅に向かい、９０度にカットを入れ込みます。カット
を入れたあとは障害物の外周にそって人工芝の裏面からカットして収めます。

排水蓋などの場合
人工芝を障害物の上にかぶせた状態で、障害物の中心に人工芝の表からカットを
入れます。カットは、障害物の外周まで入れてください。また、カットは十字に
入れたあと、さらに細かくカットします。細かく切り刻んだ人工芝を障害物の外
周にそって裏面から切り落としてください。

樹木やフェンス支柱などの場合樹木やフェンス支柱などの場合

排水蓋などの場合排水蓋などの場合

10mm10mm

2mm 2mm

6mm
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接着剤塗布8

ターポリンシート設置7

人工芝のジョイント部分を開く
設置した人工芝がずれないように注意しながら人工芝の仮敷きが全て終わったら、
ジョイントラインを１カ所ずつ開きます。

1

ターポリンシートの設置
開いたジョイントラインの中央にターポリンシートを設置します。
ターポリンシートがずれないように、養生テープなどでとめてください。
中央がずれていないかを確認するために、左右どちらかの開いた人工芝を戻して位
置を確認します。

2

接着剤を落とす
接着剤を加減しながらターポリンシートに落とします。
接着剤は、1 平米当たり約 800g を使用します。

【接着剤の塗布量】
接着剤は、平米当たり約 800g を使用します。5kg の接着剤の場合、ジョイントラ
イン m 数にすると約 41m 前後使用できます。

1

接着剤を塗る
ターポリンシートに落とした後は付属のクシ目ゴテで接着剤を均一に塗り広げてくだ
さい。
必ずクシ目ゴテを立てて使用してください。
※接着剤の溜まりがないように注意してください。塗布量が多いと反り返りや人工
芝のシワの原因となり、塗布量が少ないと剥がれの原因となります。

2

オープンタイムをとる
オープンタイムとは待ち時間のことです。塗布後に所定時間を置くことにより、接
着強度を高めることができます。
※夏の高温時に溶剤の揮発量が増加しますので、必ずオープンタイムを確保してく  
　ださい。

3気温 オープンタイム目安
30℃ 10～20 分
20℃ 15～25 分
10℃ 20～30 分
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※人工芝を設置した時のつなぎ目の間隔を保つように注意してください。
※基布の干渉、つなぎ目の間隔が開き過ぎ、糸の巻き込みは、ジョイントが目立ち
やすくなりますのでご注意ください。

※接着剤が人工芝に付いてしまった場合は、固まるまで待ってからタフリムーバーを
使用して取り除いてください。

人工芝のジョイント9

2人1組で作業を行っていきます
人工芝のジョイントラインが長い（3m～10m）場合は必ず２人１組で作業を行います。
１人はジョイント進行方向で左右の人工芝が勝手に閉じてしまわないように支え、もう１
人は丁寧に人工芝を閉じていきます。

1

人工芝を閉じる
人工芝を閉じていく時はジョイントラインのどちらか一方から左右両方の人工芝
を同時に閉じます。
閉じる際には、人工芝の糸を１本も巻き込まないように注意してください。

2

ジョイント部分の圧着
閉じたあとはローラーで圧着してください。接着剤の塗布量が多いと浮きが発生する
場合がありますので、30 分程度経過後に再度圧着してください。
※圧着不足は剥がれの原因となりますので、注意してください。

3

仕上げ10

置敷きとしてお考えください。風で飛ばされる可能性がありますので、建物やフェ
ンス、見切り材などで四方が囲まれている場所に必ず設置してください。
四方が囲まれている状況でない場合は U 字ピンでの固定を考えてください。
※U 字ピン等で固定されていると人工芝の材質上、夏の高温時や冬の低温時に伸
　縮の影響により、シワの原因になる可能性があります。


